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Easy to use, real time 3D virtual reality (VR) software package. 
Dynamic 3D spaces can be controlled in real time. Ability to view the surrounding landscape; 
provide design and construction consultation; allow the visual examination of alternative project 
options; animation of vehicle movements; and driving simulation. The developed 3D models can 
then be used for consultation with local communities and authorities.

www.forum8.co.jp
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ユーザー紹介／第 98回

次代のニーズに
幅広い車載器で対応

新たな研究体制、
車載器のHMIに焦点

アルパイン株式会社 
先行開発部 HMI 先行開発チーム

アルパイン株式会社 先行開発部 HMI 先行開発チーム

URL● http://www.alpine.com

所在地●東京都大田区（雪谷事業所）、東京都品川区（東

　　　　京本社）／福島県いわき市（いわき本社）

研究内容●車載音響機器および車載情報通信機器の

　　　　　開発・製造・販売

アルパイン株式会社 先行開発部 主幹 長谷川光洋 氏

User
 Information
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DD評価の考え方とシステム開発

評価用システムの利用と可能性

アルパイン株式会社 先行開発部 主任技師 大西佳成氏（左）

アルパイン株式会社雪谷事業所 社屋外観／エントランス
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ユーザー紹介／第 98回

株式会社アルパインの主要新製品ご紹介

株式会社アルパイン 

先行開発部 HMI先行開発チームの皆さん
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電子書籍全盛時代を背景として、紙媒体の印刷は、大量部数印刷から少部数を迅速に印刷する
方式へと移行しつつあります。このような状況を背景として、最新の印刷技術「プリント・オン
デマンド（POD）」が普及しつつあります。

プリント・オンデマンド（POD）
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　   Windows 8

■  はじめに

■  低価格化

■  デスクトップ

■  マルチタッチ対応

■  製品動作状況

　   Windows 8����������	
便利ソフト情報

����������	
�������
�	��������	

�����	���

便利ソフト＆
　　　最新デバイス情報
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■  はじめに

■  低価格化

■  特徴

■  構造

■  速度性能

■  耐久性

　   最新 SSD 事情　   最新 SSD 事情�������
最新デバイス

128GB モデル

512GB モデル

256GB モデル

価格が急速に下落している
12８GB、256GB では収束に向かっているが、
512GB モデルはもう少し下がりそうな気配

� �
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

誌上セミナー

Vol.

 xpswmmプラグイン

　

xpswmm、マイクロシミュレーション10

xpswmmの
計算結果

表面流
下水道網
管内流 プラグイン UC-win/Road

 ■図 1 xpswmmとUC-win/Road の連携

 ■図 2 氾濫流による浸水エリアと浸水深の描画例

 ■図 3 氾濫流による流速ベクトルの描画例

 ■図 4 管内流の描画
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol..V 1010

 xpswmmの主要機能

 プラグイン開発のポイント

 ■図 5  管内流の描画

 ■図 6 ツールバー

 ■図 7 解析結果インポート画面

 ■図 8 氾濫流描画オプション画面

 ■図 9 管内流描画オプション画面

 ■図 10 TForm の例
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誌上セミナー

 マイクロシミュレーション結果との連携

��ツールバーの追加
���
�����	��
������
�������上の���	��を貼ったフォーム。
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�����������������������
������������������	��
����
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��ツールバー削除
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�����	��
������
�������上の���	��を貼ったフォーム。
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol..V 1010

��7A%ヘッダー

CD'������:���.E0�,E���������.E<
BFE�:���������.E��E�

DG

C���)������:G　

��シミュレーションのリスト、この例では0つのシミュレーション

��C���)�����������.E<2B9��� ����A��������)�������

������E�%����(.E0H,EG

�����������シミュレーションのヘッダー

����C<���:����)���<���.E �����E�%����(<���.EA����E�

���<���.E������E��G

                ��シミュレーションで使用されている単位の定義

����C
����:G�

��シミュレーションのフレームのリスト。0,秒置きにフレームを保存

������C
��������.E,E�%����(.E0,EG���0つ目のフレームのヘッダ

��������C
�'��1����>8.EF@,4E�"��.E��##���%��(�E�

8�:��������.E��##���%��(��9��(�&���EG　

��静止要素の定義、ここでは信号機です。

����������C���.E,�,HE�6��.E$����EG

　��最初の状態の定義、信号の色は青です。

������������C&GIJJ0�K4�HH4H�K0�04,�4@C�&G　��位置情報

������������C8G,�FH�,�,C�8G���方向

����������C���G

����������C���.EK�4JE�6��.E3����9EG

��次の状態（状態の更新）、信号の色は黄色です。

������������C&GIJJ0�K4�HH4H�K0�04,�4@C�&G　��位置情報

������������C8G,�FH�,�,C�8G���方向

����������C���G

��������C�
�'��1���G

� � � � � � � � CA�����1���� A�:(48.E2�)�����E� >8.E0KJ4K,4E�

"��.E2�)��E�8�:��������.E2�)��EG�

��移動する要素の定義、ここでは「2�)��」という自動車です。

����������C���.E,�,IEG�

��最初の状態の定義、,�,I秒から始まります。

������������C&GF@0H�HI�0LIJ�IF�04K�F4C�&G��位置情報

������������C8GBH�LH�,�,0�B,�,,C�8G��方向

����������C���G

����������C���.E,�J,EG�

��状態の更新、ここでは姿勢情報のみを更新します。
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第19回 ITS 世界会議ウィーン2012
UC-win/Roadで道路基盤地図情報に
関する展示も ～第19回 ITS世界会議

�

“ITS世界会議東京 2013”に向けて
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道路行政と連携、
わが国 ITS施策の立案を支援

■ITS関連サイト紹介
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������ ［長野県］

支間 70 ｍ、高さ
20 ｍ、1933 年（昭
和 8 年）に竣工。
当時としては珍しい
固定式 RC橋で、支
間長も以前のRC 橋
51.5ｍを大きく上回

り、我が国で最長であった。支柱は曲面とし、支承部に
は力強さを出し、アーチリブの角は円曲面状にするなど、
造形的にも優れており、国、県の登録有形文化財になっ
ている。天竜川上流域に架かるこの橋、季節には両岸の
櫻とつつじが見事に咲き誇り、人々の目を楽しませている。

長野県道66号・豊野南志賀公園線の
千曲川にかかる橋で、１９６８年（昭和
４３年）に竣工した。１７径間からなるこ
の橋は、県内屈指の長大橋梁である。こ
の千曲川にかかる橋の袂では、春には、
菜の花、櫻、花ももなどが咲き乱れる。

切妻造りの屋根付き太鼓橋である。１９０６年（明治３９年）
に木曽福島の大工・川瀬伊勢松によって再建された。この橋は、
弘治二年（１５５６年）の満願寺勧進帳には三途の川を渡る橋
として登場することから、最初の建設はそれ以前であると考え
られている。
橋板の裏面には梵字の経文「陀羅尼」が書かれているため

にお経橋と言われ、善男善女が極楽浄土へ渡る橋として親しま
れている。日本三霊橋（満願寺微妙橋、高野山無妙橋、越中
立山無明橋）の一つとして、安曇野市有形文化財に指定されて
いる。

1891年（明治24年）にハネ橋として最初に架けられ、その後吊橋
に架けかえられた。現在の橋は第５代目として1997年に竣工、カラマ
ツ製の橋である。橋の上から眺める穂高連峰や焼岳、梓川の水面は絶
景で、季節きせつで変わる風景は訪れる人の心を捉えてやまない。
どうして河童橋と命名されたのかは定かでなく、橋の下が深淵でそ
の深みを河童の淵と呼んだからとか、昔頭の上に着物を載せて川を
渡る姿が河童に似ていたからとか、いろいろな説がある。
芥川龍之介は、ここを舞台に小説「河童」を書いた。河童の国、
架空の国の滞在記は、この素晴らしい風景を背景に描かれている。
龍之介は1927年にこの小説を発表して命を絶った。

坂戸橋

河童橋

�

	

橋長 ● 36.6 ｍ

橋長 ● 78 ｍ 幅員 ● 5.5 ｍ橋長 ● 770.5 ｍ 幅員 ● 10.75 ｍ

小布施橋


お経橋（微妙橋）�

橋長 ● 15ｍ 幅員 ● 3.6 ｍ

西行（長野方
面）の旧橋が、
東行（須坂方面）
の新橋に並行し
て架かっている。
新橋は1996 年

（平成 8年）竣工の最大支間長125.8 ｍのニー
ルセンローゼ橋、旧橋は1970 年（昭和 45 年）
竣工のPCポステンＴ桁橋である。本橋は県道
58号線・長野須坂インター線の千曲川に架かっ
ており、付近には平成10年に開催された冬季オ
リンピックのスピードスケートの会場がある。

屋島橋�

幅員 ● 3.1 ｍ

橋長 ● 960.3 ｍ 幅員 ● 7.6 ｍ
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ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
関東地方の橋百選より
����������	
�����
�	���

幅員 ● 9 ｍ

支間長7@26.5+8@36.5
+37.35+3@54.0+37.65m、
20 径間の内16 径間は充腹
アーチ、3径間が開腹アー
チ、残り1径間がまた充腹
アーチである。充腹アーチ
橋の部分は、下部工と一体

構造になったアーチリブの両側に側壁を立て、アーチリブと側壁
で囲まれた空間に土砂を中詰めした形式となっている。本橋は、
上田市、一級河川・信濃川水系神川に架かる上信越自動車道の
橋、1996 年（平成 8年）に完成した。その姿が、古代ローマの
水道橋を連想させることから、「ローマン橋」の名称が付けられた。

最大支間長５１．６ｍ、長野県特産樹
のカラマツの集成材による歩道橋であ
る。県産材活用モデル施設設置事業とし
て計画され、集成材の特長である曲線を
強調したデザインとなっている。完成は、
１９８７年（昭和６２年）である。本橋は
矢ケ崎公園内にある池に架かるが、ここ

が冬はスケートリンクになることから、多径間には出来ない。スパン長からはトラス
形式が好ましいが、細い部材で構成されるトラスは木材の耐久性から好ましくなく、
桁形式が採用された。その場合、形状が扁平かつ長スパンであるために横倒座屈
に弱く、それを避けるために歩道面が桁断面の圧縮側になるように設計されている。
なお、軽井沢大賀ホールのあるこの公園からは、軽井沢高原や浅間山が一望できる。

橋長 ● 159.3m 幅員 ● 3 ｍ 橋長 ● 714.5m

矢ケ崎大橋� 上田ローマン橋

支間長140.35ｍ、主塔の高さは 75ｍ、阿南町と泰阜村を結
ぶ天竜川に架かる橋で、1995 年（平成7年）に完成した。橋の中
ほどに、「南宮音頭」の歌詞が書かれたレリーフがある。以前は、
川中の岩場を中継したかたちで2本の橋で架かっていた。　
1951年天竜川下流に平岡ダムが出来あがり、美しい景観により
観光地として栄えたが、1959 年の伊勢湾台風などによる上流から
の土砂で人工湖が埋まり、その繁栄は長くは続かなかった。しか
し今では、翼を広げたハープ橋がライトアップされ、ツーリングを
楽しむ若者たちに人気が出ている。

幅員 ● 10.75m橋長 ● 282 ｍ 橋長 ● 547.5 ｍ 幅員 ● 22ｍ

南宮大橋

長野市南部と市街地を結ぶ犀川にかかる橋。4車線の両側に歩
道があり、橋の袂には北国街道で最も古いと云う善光寺常夜灯が
親柱のように存在する。
この辺は室町時代の丹波島の渡し、江戸時代の犀川の渡しなど

幾つかの船渡しがあったが、1873 年（明治６年）に46 艘の船を
並べた舟橋がかけられ、その後木橋や鉄製のゲルバートラス橋な
どを経て、1986 年（昭和 61年）に第 4代目として現在の橋が架
けられた。

� 丹波島橋�
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高い演算性能を活用した

新しいソリューションサービス
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３D・VRをクラウドで！
（登録商標 第 5445551号）
2012 年 9月10日リリース
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◆経産省クラウド研究事業採択！
◆CSAJ アライアンス大賞 特別賞受賞！
◆a3S：クラウド伝送ライブラリ特許出願中
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® 各営業所のナビゲーションサンプルを公開中！
http://www.forum8.co.jp/forum8/showroom.htm 

® http://www.forum8.co.jp/product/ucwin/VC/VC-taiken.htm
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芝浦工業大学 教授 守田 優氏が新刊を上梓
『地下水は語る －見えない資源の危機』（岩波新書）

	�
����
���� �

フォーラムエイト デザインフェスティバル2013-3Days開催決定

	�
����
�����

2
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次号予告 Up&Coming（2013年1月1日発行）
　　家入龍太氏の取材による「東南アジアユーザ特集」など
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�

FORUM8 Publishing 出版予定書籍のご案内
3DVRスマホプログラミングや都市防災入門書など
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 福田知弘氏による 「都市と建
築のブログ」の好評連載の第18回。毎回、
福田氏がユーモアを交えて紹介する都市
や建築。今回は広州の3Dデジタルシ
ティ・モデリングにフォーラムエイトVR
サポートグループのスタッフがチャレンジ
します。どうぞお楽しみください。

●CAADRIA2010 in 香港
1996年に始まったCAADRIA（Computer 

Aided Architectural Design Research In 

Asia）は、建築設計や都市計画の研究・教

育・実務を対象とした情報通信技術の応用

に関するアジア地域の学会。記念すべき第

1回（1996年）は香港大学にて開催された。

そして、2010年に再び香港で。ホストは香

港中文大学（図1）。

CAADRIAのような国際会議では、学会

終了後開催地を巡るツアーが用意されてい

ることが多い。Post Conference Tourなど

と呼ばれるもので，単なる物見遊山だけで

はなく、建築・都市＆ICTに興味津々のメ

ンバー達がワクワクする訪問先も企画され

ている。学会期間中は、皆発表の準備や学

会の運営に忙しく、ゆっくりと話す機会が

持てないものだが、このPost Conference 

Tourに参加すれば、リラックスした交流が

行える。友達になれば，それぞれの国に帰っ

てからもメールやSNS（Social Networking 

Service）で写真を交換し合ったりと交流は

続く。

●九龍
九龍（Kowloon）を歩こう。コテコテの

香港に出会える。例えば、車道にまで大き

く張り出した看板群は、道をふさぐほど（図

2）。香港は地下鉄が発達している。2～3

駅分歩いてみて、もし疲れたら地下鉄に乗

ればよい。

新填地街（Reclamation st.）は，香港に

ある青空マーケット。路上には衣料，果物、

花、乾物物を中心に露店が並ぶ。沿道の店

舗を眺めれば、肉屋さんでは、牛、鶏、豚

のあらゆる部位がぶら下がっていたり、据え

置かれていたり（図3）。魚屋さんでは、日

本では馴染みのない魚介類も。おでん屋さ

んは、街角で湯気をたっぷり立てて、通行

客の足を思わず止めてしまう。こうしたロー

カルマーケットを歩いて、つまみ食いするこ

とは本当に楽しい。

西九龍は新たに開発が進む地区（図4）。

一番奥の超高層ビルは、2010 年に完成し

た環球貿易広場（訪問時は建設中）。香港

では、香港島にある国際金融中心・第二期

（Two International Finance Centre）が高

さ415.8mと最も高いビルだったが、この、

環球貿易広場は484mであり、香港で現在

最も高いビルになった。

西九龍をしばらく歩くと天星埠頭につい

た。ここからスターフェリーに乗って香港島

へ渡ろう。香港島へは地下鉄も通じている

が、やはり海上から香港島へ近づきたい。

●世界三大夜景
函館、ナポリと並び世界三大夜景に挙げ

られる香港の夜景。ビクトリア・ピークから

の夜景が有名だが、スターフェリーで海上

から香港島へと近づく夜景も好きだ。

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

����18
香港と広州：珠江デルタ             

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授，博士（工学）。環境設計情報学が
専門。国内外のプロジェクトに関わる。CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research 
In Asia）学会 会長、日本建築学会 近畿支部常議員、NPO法人もうひとつの旅クラブ副理事長、大阪旅め
がねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと
新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/

図3　新填地街の肉屋さん

図2　張り出し看板群

図1　CAADRIA2010 図 4　西九龍地区
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九龍から香港島までの距離は1km強と，

関門海峡とほぼ同じ。スターフェリーで10

分程。その間、香港島の超高層建築物が

どんどん迫ってくる。中銀大廈や香港上海

銀行・香港本店ビルが正面に見える（図5）。

両者は、ビジネスでもライバルなら、建物・

そして夜景でも競い合っている。

●香港島
CAADRIA2010 Post Conference Tourで

の一風景（図6）。背後のトラム（路面電車）

を借り切って、香港島巡り。Can you find 

me?

トラムは、香港島の上環（Sheung Wan）

～中環（Central）～銅羅湾（Causeway 

Bay）を往復。2時間ほど走る。2階建のト

ラムは転倒しそうなほどスマートですが・・・

世界中で香港だけなのだそう。メンバーは

当然2階へ着席。トラムは，高さ367mも

ある中銀大廈やメガストラクチャーの香港

上海銀行・香港本店ビルの目の前を通る。

いきなり現れて皆サプライジング（図7）。

中環駅から坂をかなり上っていくと、蘭

桂坊（Lan Kwai Fong）。ここは各国のレス

トランやバーが集積した、欧米式のナイト

ライフが楽しめる地

区（図 8）。ストリー

トに面したお店は全

てオープンスタイルの

カフェやバー。メイン

ストリートから枝分か

れする細い路地にも、

レストランやバーが続

く。

●超高層マンション
香港といえば、超高層が林立している風

景も有名だ。オフィスビルのみならず、集

合住宅も超高層。例えば，この集合住宅（図

9）で約 40 階建て。高さ250mを越える

超高層もあるそうだ。平地が少なく建設用

地が限られている上に、人口が多いため、

不動産価格は高い。地元の方に聞くと、40

～50㎡が住戸の標準サイズで、そこに家族

5人程度が住んでいるそうだ。日本で普通

に見られる屋外型バルコニーは付いていな

いことが多い。

Post Conference Tourで訪問した、香港

房屋委員会展覧中心。2002年にオープン

したこの施設は、1950 年代からの香港の

住宅供給や住宅設備の変遷を、ビデオ、模

型（1/1000 都市模型の他、建築模型、イ

ンテリア模型）、住宅設備の実物を用いて

詳しく説明している。会場の目玉施設であ

る、1/1000 都市模型は香港の主要地域が

表現されており、香港全体を俯瞰すること

ができる。部屋の間取りを見ると、玄関を

入ってすぐ右に台所、すぐ左に水回りがあっ

たりと、現代日本の間取りとは少 異々なるこ

とがわかる（図10）。

●広州オペラハウス
広州では、2010 年のアジア大会を契機

に、珠江新城と呼ばれる新しい中心業務地

区の開発が進められている。地区には既に

何本もの高層ビルが建ち並び、都市軸の先

には、高さ600mの広州塔。一年中温暖

な広州の別名が「花城」と言われるように、

珠江新城にも、花木が咲き誇る花城広場が

整備されている。

この地区に、建築家・Zaha Hadidにより

デザインされた、宇宙船のような広州オペ

ラハウス（广州大 院、Guangzhou Opera 

House）が2011年 2月にオープン（図11

～12）。外観も内観も実に有機的なフォル

ム。昼景と夜景では表情がまるで違う。本

当に、よく実現したものだ。

柿落しには大勢の関係者が参加。Zaha 

図 5　海上からの香港夜景 図8　蘭桂坊

図6　2階建てトラムツアー

図7　トラムから中銀大廈を眺める

図10　集合住宅の内観模型

図9　超高層マンション
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Hadidはオペラハウスに到着するやいなや、

大勢のメディアに囲まれていた。翌日に行

われた彼女の講演では，広州オペラハウス

の設計・建設プロセスや最新のプロジェク

トに加えて、彼女が建築家として初めて有

名になった地、珠江デルタとの関わりにつ

いて紹介された。それは1983年に行なわ

れた国際建築コンペ「香港ピーク」のこと。

香港のビクトリア・ピーク山上を敷地とする

住居付き高級クラブを提案するものであり、

結果として当時無名であったザハ・ハディド

が、審査員・磯崎新により1等に推されて，

最優秀賞を獲得し、建築界を驚かせた、と

いう実話である。

「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayに

より作成した高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデ

ジタルシティ・広州のレンダリングにも使用されており、スパコ

ンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。また、

POV-Rayを利用しているため、UC-win/Road で出力後にスク

リプトファイルをエディタ等で修正できます。

�

今回は中国広東省の中心都市である広州の中心部を表現。
天河区の西側には広州アジア大会の開催に合わせて再開発
された珠江地区が広がる。すぐ近くを流れる珠江と呼ばれ
る川の北側には広場を挟んで様々な施設があり、オペラハ
ウスや博物館・図書館のほか、300mを優に超える超高層
ビルが立ち並び、川の中央には広州アジア大会開会式場と
なった施設、川の南側には高さ600mの広州タワーがそびえ
る。広州は夜になると多彩な光の演出とも呼べるようなラ
イティングや照明でビルなどを照らし、また川にはイルミ
ネーションで光り輝く遊覧船が行き来する姿が見られる。

■VR-Cloud® 閲覧URL：

　http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog13.htm#city

「広州」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・広州by UC-win/Road

�

図11,12　广州大 院（Guangzhou Opera House）
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New Products

   バーチャルリアリティによる道路設計セミナー
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New Products

  UC-win/Road Advanced・VRセミナー   UC-win/Road SDKセミナー  UC-win/Road･VRセミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

  動的解析セミナー
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New Products
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New Products
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  土留め工の設計セミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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  配水池・排水機場の設計セミナー



Up&Coming98 号New Products & Service 47

New Products
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New Products

弾塑性地盤解析セミナー
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New Products
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New Products
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User Information

Multiframe
総合情報 
Vol.27

 INFORMATION

for USERS

Multiframe
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User Information

xpswmmxpswwm
総合情報 
Vol.28

INFORMATION

for USERS
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User Information

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.27

INFORMATION

for USERS
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AdvanceSteel
3次元鋼構造CAD
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氾濫解析

EXODUS
避難解析

SMARTFIRE
火災解析

DesignBuilder
エネルギー解析

PovraytoMax plugin
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VR-Studio®
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OSCADY plugin
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   UC-win/FRAME（3D）
Engineer's Studio®

構造解析

8

  UC-1設計シリーズ
土木設計

10

IFCSDNF

3DS

Build Live Tokyo 2009 II Build London Live 2009 
※社名・製品名は一般的に各社の登録商標または商標です

Build Live Tokyo 2010

BIM＆VR 活用事例

BIM＆VR
 BIMによる建築土木設計ソリューション

IFCデータ連携賞受賞

グランプリ受賞エンジニアリング賞受賞

フォーラムエイトが提案する BIM&VR ソリューションはさまざまな
BIMコンペティションにおいて高く評価されています
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UC-win/Road
VR-Studio®
3D・VRシミュレーション

IFC

DXF

IFC
IFC

FBX

pov

構造解析

9

7

Engineer's Studio®
構造解析

  UC-1設計シリーズ
土木設計

10

SDNF

3DS

BuildLiveTokyo2010 プロジェクト完成イメージ

Team F8W16

Team F8W16

team BIM Japan



BIM＆VR対応製品群

AdvanceSteel

BIM対応の2D・3D鋼構造CAD

DesignBuider

建築シミュレーションソフト
建物の光、温度、CO2などを解析

SMARTFIRE

火災シミュレーション

SMA

火

EXODUS

建物の避難解析シミュレーション

OSCADY／TRANSYT

交通信号／交通ネットワークの
シミュレーション

の

xpswmm

雨水流出解析プログラム

UC-win/Road

3D・VRシミュレーション
各種解析ソフトの解析結果を可視化

Allplan 2012

UC-win/FRAME（3D）

3D構造解析プログラム
3DSファイルにエクスポート可能

�������	


建築・土木3次元構造解析プログラム

UC-1

橋脚の耐震設計・補強設計プログラム

UC

3D

Engineer’s Studio®

　3次元プレート動的非線形解析

VR-Studio®

ラージスケール・マルチVR

IFC,DXF などのデータ形式利用で、各種解析ソフト、専用 CADとのスムーズな
連携が可能に。建築土木の新しい設計プロセスを実現します

IFC対応により建築・土木設計をBIMのワークフローで実現。耐震設計、配筋シミュレーション、

各種解析結果の可視化など、建築・土木設計プロセスにおけるデータ活用可能性が広がります。

3D・VRエンジニアリングサービス 3D レーザスキャナ、3Dプリンタ、BIM
対応CADを活用した総合ソリューション

3D模型サービス3D模模型サービスビス
Allplanシリーズ等から出力されるAllplanシリーズーズ等ズ等から出力される
各種3次元モデルを基に、各種各種3次次元モデルデルを基に、基に、
3Dプリンタで実際の「模型」を出力出力出力力3Dプリンタで実で実際の「模型」を出出出の「模「模模型」を出出出力力力力力力力

書・書・書・書書書書書告書告告書書告告告告書書書報告報告報告報報告報報告報告報告ン／報／／／報報／／／／報報報報プププショシシ ン／プププププププシシシシショショショショシ ン／ン／ン／ププププシシシシシシ ン／ン／ン／ンン／3D図面面面面オプオプオププププププププププププププププププ図面面面図面 ン／報告書報報報報報報報報報報報報報報報報図図図 オオ ョョョョプププププププププププププププププププププ ン／ン／ン／ン／シシシシシ3D図面面図面図 ン／報告書・・書書書書書書書書書書書書書書書書書図 シシシシシシ 告告報告告告告告告告告告図図図 報報図図 報報報報報報報報報ンン 告ンンン図 シシシシシ 報報報図 ププププ 告／報告3D図図図面面面面オオオプププププププププププププププププププププププププププシシシシシシシシシシシシシシシシププププシシシシシシシシシショョョョョョン／ン／ン／ン／ン／ン／ン／ンンンンンンンン／／／／／／／／報報／／／報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・
図面面面トーートトトータルタルタルタ サービス図面面面トトトトーータタタタルルタルサービスビス
IFCFCC対応 対応 対応 AAllAAAllplaplanシリシリシリーーズのBIM統合ソリューションIFFCCC対CCC対応対対応対応 対応 応 AAAllllppllaanシシシリリリーーズーズのズのBIM統合統合ソ合ソリューション
によりによりにより3Dお3Dおよよび2び2び2DD図面、設計計算書等を作成ににによよよりりり33DDおおよよびびび222DD図面D 、設計計算書等222DDD図面、設計計算計算書等を作成等を作作成

■詳細 >>P.58
Theme2012　“Sustainable Design of Marine City”
海上都市のサステナブルデザイン

Virtual Design World Cup
The 2nd Student BIM & VR Design Contest

on Cloud Services

▲SmartParts

AllplanConnect▼

▲新しいレポート機能

▲配筋機能の改善

第2回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
■主 催：Virtual Design World Cup実行委員会　
■後 援：CG-ARTS協会（画像情報教育振興協会）、 IAI日本
■作品応募期間：2012年 10月1日（月）－10月23日（火）［必着］
■表彰式：2012年11月21日（水） 13：30 - 18:30　会場：品川コクヨホール

NEW
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VRモデリングサービービービビススVRモモデリングングサグサーーービビビスビスス
3Dスキャニングと3DVRモデモデデリングングリリ のの3DDスキャニングとグと3DVDVRモモデデデリリリンンググののググのの
組み合わせ比較による出来形管理形管理管理サービサービスス組み組み合み合わ合わせ比せ比較による出出来形来形管形管管理管理管理サービービ形管管管理理管理理ササーービビスススビスス

ザスザスキャキャンン・スザザスザスザスザ キキ ンンン3D3Dレレーザザス3D3D3D3DDレレレレレレレ ザザザザザザザザ キキキキザザザザザザザスス ャャスススススレレレレレレレレ3333 ンン3333333DDDDDDDDDDDDD33333333DDDD ー ャンン・ンンザザザザザザザ33333333333333DDDDDDDDDDDDDDDDレレレレレレレーザザザザザスザスザザザザザザザザスザススススススススキキキキャャンンンンンンンンンン・
グサービスグサ ビ モ モ モモデリングデリ グモモモデリングサービスグデデ ビビデデ グデ グモモモデデリリリングサググササービスビビス

3Dレ3DレDレ3Dレーザスー キャナによる点群の333DDDレレレーーザスザスキャナによるる点群点群のの
計測と計測と計測と計測と計 モデリモデモデリングをサポート計計計計計測と測と測と測 モデモデモ測測測測ととととモモモモデデデデリングをリンググをサポサポートート
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第２回学生ＢＩＭ&VRコンテストオン・クラウド
エントリー終了＆作品応募スタート！

�
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Virtual Design World Cup実行委員会
池田  靖史 氏（実行委員長、慶応義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授／ IKDS代表） 
花村  義久 氏（NPO シビルまちづくりステーション 理事長／建設系NPO連絡協議会 代表）
吉川  弘道 氏（東京都市大学 工学部 都市工学科 災害軽減工学研究室 教授）
Kostas  Terzidis 氏（ハーバード大学 大学院 デザインスクール 准教授）
傘木 宏夫 氏（NPO 地域づくり工房 代表）　　Ed Galea 氏（グリニッジ大学／FSEG  教授）　　Design Builder社
XP Software社 　          Nemetchek  Allplan社  　　   Graitec社　他
CG-ARTS協会（画像情報教育振興協会）、IAI日本 （順不同）

福田  知弘 氏（大阪大学 大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 准教授）
山梨  知彦 氏（株式会社 日建設計 執行役員、設計部門 代表）
家入  龍太 氏（イエイリLAB代表）
フォーラムエイト

 ���	
��������������	詳細･応募方法は、同封の申込書または
フォーラムエイトのホームページをご覧ください

Virtual Design World Cup
The 2nd Student BIM & VR Design Contest

on Cloud Services

■貸与製品一覧【対象期間】2012 年 5月 1日（火）～ 11月 30 日（金）
本コンテストにエントリーされた方は、下記対象ソフトウェアおよびサービスのライセンス期間内無償貸与を受けられます。

Theme2012　“Sustainable Design of Marine City”
海上都市のサステナブルデザイン

������

������／����������
解析支援サービス※�
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� 風・熱流体解析支援サービス※�

自治体ソリューション※* スパコンクラウド®パーキングソリューション※*

�&'+�%�!�� ,�'�����!"
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,�まちづくりシステム※*
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最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

Youtube3D ～3D映像の新たな活用方法～
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Support Topics
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Support Topics
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イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

14
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Ieiri Labo

●次回は、地盤の動的有効応力

解析（UWLC）セミナーをレポー

ト予定です。

��������
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

���� ひょうご神戸産学学官アライアンス

�����	
 BMIA（フランス）

����
3DVRシミュレーション国際コンファレンス

ディーラ・ネットワーク・ニュース ／コラボレーション・ニュース
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国内イベントレポート

�

�

�

第13回 VRコンファランス／第6回 デザインコンファランス

	���	� ���
��������
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート

�

第6回 デザインコンファランス
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国内イベントレポート
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日本人間工学会 第 53回大会
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ビジネスショウ九州2012
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テクノシステムフェア 2012

���
　����



Up&Coming98 号News & Events 75

国内イベントレポート
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第 3回ROBOTECH次世代ロボット製造技術展

���
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�

™
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下水道展‘12神戸
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国内イベントレポート
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第20回 3D＆バーチャルリアリティ展
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第 40回可視化情報シンポジウム
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国内イベントレポート

�
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第 37回教育システム情報学会 全国大会
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�

�

	���	�
神戸のつどい

���
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SICE ANNUAL Conference 2012
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国内イベントレポート

	���	�
日本機械学会 2012 年度年次大会
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国内イベントレポート

	���	�
成田ふるさと祭り 2012
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国際会議CDVE2012
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セミナーレポート

�
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FIT2012 第 11回情報科学技術フォーラム

���
�������

�

�
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第17回日本バーチャルリアリティ学会

���
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第13回建設ロボットシンポジウム
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セミナーレポート

大塚商会オンラインセミナー
	���	� ���

　�AUG

鋼構造設計体験セミナー
	���	� ���

　�AUG

UC-1 港湾シリーズ体験セミナー
	���	� ���

　�AUG
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セミナープレビュー

� �

福岡営業所 移転記念セミナー・ユーザ懇親会
�	�����

®
®
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イベントプレビュー
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出展イベントのご案内
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イベントプレビュー
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Theme2012　“Sustainable Design of Marine City”「海上都市のサステナブルデザイン」

第2回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
■主 催：Virtual Design World Cup実行委員会　
■後 援：CG-ARTS協会（画像情報教育振興協会）、 IAI日本（順不同）
■作品応募期間：2012年 10月1日（月）－10月23日（火）［必着］
■表彰式：2012年11月21日（水） 13：30 - 18:30　会場：品川コクヨホール

詳細・参加申し込み 　���	
��������������	
���� �

�
�
�

第　　回12

��������

第　1

All about FORUM8 ＆ Products.

7th

See you again next year
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NEW ARRIVAL 2012/4 - 2012/10

�

・3DモデルのLOD対応
・運転シミュレーションの改善 
-トルクコンバータ対応／シフトスケジュール改善／ABS対応／マニュアルクラッチ操作性改善

・地形生成機能拡張 
-大規模地形対応／対応フォーマット拡張／地形の解像度指定

・津波プラグイン（新規オプション：Ver.8.0.1予定）　　・ログ出力プラグイン（新規オプション）
・FBX 2013 対応　　・ヘッドライトの改善　　　　　・ライト機能拡張　　 
・ミラー数拡張　　　・交差点内の動作制御点対応　  ・鉄道縦線形の対応
・クラスターシナリオマルチメディア対応　　　　　　   ・音響の改善
・シナリオ機能拡張

・クラスターオプション（有償オプション）： 
複数台のPCを同期させ、多くのモニタに映像出力可能なシステム。モニタの数の影響を受けず、一定
のパフォーマンスを発揮

・3Dモデル出力プラグイン（有償オプション）： 
地形や3Dモデル、道路、樹木等を3ds 形式でファイル出力するプラグイン

・オフロード機能：道や法面、道路外の地形上を自由に走行できるオフロード機能を実装
・xpswmmプラグイン拡張：津波や洪水のシミュレーション結果のプレゼンテーション機能を強化
・ATI 製ビデオカード対応
・Sidraプラグイン 
交差点設計ソフトウェアSidraの最新版（Sidra Intersection 5.1）の設計データインポート

・スカイドーム機能
・CarSim 連携時の機能拡張：路面摩擦係数μの設定値を用いた車両運動シミュレーションに対応
・Civil 3D 2012 対応　　・鉄道平面線形対応
・交通流、トンネルのレンダリングのパフォーマンス改善

� ・VR-Cloud®のPC、Android™ 両クライアントにホームメニューを追加
・ドライビングシミュレーションにおける車両モデル選択に対応
・スクリプトやシナリオ中のビデオ再生に対応　・AndroidクライアントにGPSを利用した機能を追加
・注釈の閲覧専用モードを追加
・視点の水平ロックに対応、UC-win/Road 上の視点の仰俯角を水平方向に固定

大学や研究機関で開発された津波解析コードの結果や市販の津波解析プログラムの結果など、様々なシ
ミュレーションの結果の再生、可視化を可能にする汎用プラグイン。

運転車両の座標や向き、速度、ハンドル舵角などの情報をログ出力するプラグイン。交通流やキャラク
ターの出力もサポートしており、CSV形式で保存するだけでなく、ネットワークを通じたリアルタイ
ムUDP出力もサポート。

「土石流シミュレータ（Kanako）」をソルバーとした土石流シミュレーションと解析結果を可視化する
UC-win/Roadプラグイン。

・出来形管理帳票作成、３ＤＶＲ空間上で比較または目視確認
・点群に対応した出来形管理を行うUC-win/Roadプラグイン

・クラスターオプション制御機能の追加
・ドライビングシミュレーション機能の追加：車輪の座標の取得、タイヤの摩擦係数やスリップ率の設定
・オフロード走行機能対応　　・鉄道線形（3次放物線、サイン半波長）対応
・テクスチャオブジェクトのイメージ変更機能の追加
・地形に関するAPI 拡張：ポリゴン座標、指定座標の高さ（標高）取得機能の追加
　　　　　　　　　　　　任意の位置にある道路情報の取得機能
・カメラ機能拡張への対応
・フライトパスの編集機能の拡張及びフライトパス上の歩行者生成機能の追加

® 「モバイル対応３D/VRナビゲーションシステム」
特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVI システム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索　・音声対応３Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気 ”センサー対応自車検出　・３D視点切り替え、自動リルート

® スマートフォンなどのインターネット端末から、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビゲーショ
ンが行えるシステム。

Android 端末を活用したアプリケーション開発およびサービス提供。

　
NPO地域づくり工房代表理事、環境アセスメント学会理事　傘木宏夫氏をファシリテータとして、VR
の活用により魅力広がる「参加型まちづくり」を実現するコンサルティングVRサービス。

FORUM8の 3DバーチャルインタラクティブシミュレーションソフトウェアVR-Design Studio
（UC-win/Road） と SIRADEL の 3D City models のシームレスな統合

【無償改訂】
・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－θモデルに対応

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋の材料データベースをSD345、SD390、SD490 の 3 種類に変更 
-コンクリートヒステリシスに限界圧縮ひずみεcclを追加　- 鉄筋ヒステリシスに許容引張ひずみεstを追加
-耐震性能 2、3の限界状態曲げモーメント算出に対応　-耐震性能 2、3のＭ－φ特性を自動生成に対応
-耐震性能 2、3の曲率による照査に対応　- 残留変位の照査機能に対応

・基本荷重図の標準出力に対応
・分布ばね（弾性床上の梁）を与えた部材の計算結果として、反力図と結果数値を出力する機能を追加
・大規模モデルのレスポンスを改善

	���������	�� ���������		�������������������������������������������		�������������� �����������������������������������新製品／新バージョン情報



Up&Coming98 号 Information88

新製品／新バージョン情報

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加
※特別価格は新道示対応製品保守ユーザ様を対象

® ・平成 24年道路橋示方書に関する機能 
- 鉄筋の材料データベースに SD345、SD390、SD490 を追加 
- コンクリートヒステリシスに限界圧縮ひずみε ccl　- 鉄筋ヒステリシスに許容引張ひずみε st 
- 耐震性能2、3の限界状態曲げモーメントを算出　-耐震性能2、3のＭ－φ特性を断面から自動生成
- 耐震性能 2、3の曲率による照査機能　　-残留変位の照査機能

・平板要素のメッシュ分割アルゴリズムを改善（四角形、四角形＋三角形での自動分割）
・減衰要素（F = C * V^a）対応　　・変位図等のアニメーション録画機能
・初降伏曲げモーメントMy0計算にコンクリートひずみを指定可能
・フレーム計算後に許容曲率や許容回転角の再算出（断面と連動時）

® ・3次元有限要素の静的解析、動的解析、固有値解析、影響線解析 ( １本棒 )
・材料非線形、幾何学的非線形（大変位）、複合非線形
・弾性梁要素 、剛体要素 、ばね要素 、Ｍ－φ要素 、ファイバー要素 、平板要素（積層Reissner-
Mindlin 理論） 

・平板要素はRC非線形（前川構成則）考慮可

【無償改訂】
・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－φモデル（トリリニア）に対応

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋の材料データベースをSD345、SD390、SD490 の 3 種類に変更 
-コンクリートヒステリシスに限界圧縮ひずみεcclを追加 
- 鉄筋ヒステリシスに許容引張ひずみεstを追加　　-耐震性能 2、3の限界状態曲げモーメント算出に対応
-耐震性能 2、3のＭ－φ特性を自動生成に対応　　-耐震性能 2、3の曲率による照査に対応

・任意形状断面のDXF/DWG形式インポート／エクスポートに対応　　
・大規模モデルのレスポンスを改善 

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加

・平成 24 年道路橋示方書改訂対応版
・平成 24 年道示、オプション、カスタマイズ版を統合同梱
・新旧示方書及び材質に対応。新旧基準の設計、成果チェックに最適なシステム

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋の材料データベースSD390、SD490を追加　　-コンクリートの応力度 -ひずみ曲線を変更 
- 塑性ヒンジ長 Lpの算出（矩形、円形、縦長小判形、横長小判形のみ）に対応 
- 鉄筋の耐震性能 2、耐震性能 3の許容ひずみの算出 
- 耐震性能 2、耐震性能 3の限界状態に達するときの限界モーメント、曲率の算出

・Web認証に対応　　・鉄道構造物設計標準H16　復旧性の照査・曲げの照査を追加

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋の材料データベースSD390、SD490を追加　　-コンクリートの応力度 -ひずみ曲線を変更 
- 塑性ヒンジ長 Lpの算出（矩形、円形、縦長小判形、横長小判形のみ）に対応 
- 鉄筋の耐震性能 2、耐震性能 3の許容ひずみの算出 
- 耐震性能 2、耐震性能 3の限界状態に達するときの限界モーメント、曲率の算出

・Web認証に対応　　・鉄道構造物設計標準H16 復旧性の照査・曲げの照査を追加

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
-「3.2.1 構造用鋼材の許容応力度」における局部座屈を考慮しない許容軸方向圧縮応力度の算定表の
　改定対応 
-「4.3 軸方向力と曲げモーメントを受ける部材」における軸方向力が圧縮の場合の照査式改定対応

限界状態設計法によるI桁、箱桁の主桁設計計算を行うプログラム。

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋の材料データベースをSD390、SD490を追加 
-下部工のM-φ曲線の準拠基準を道示H24 年 Vに対応 
-レベル2地震動タイプ I の設計水平震度の標準値を変更

・RC断面エクスポート、UC-win/FRAME(3D) へのエクスポート機能（オプション）を平成 24 年道示
に対応

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応
・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
- 適用外の材質の選択、材質の追加、任意の鉄筋断面積指定 
- 基準値において、鉄筋等の材質追加に対応
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・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分A1,A2,B1,B2,C、地域別補正係数を変更　　-鉄筋の基準値として、SD390，SD490 鉄筋を追加

・隅角部の設計計算に対応。外側引張、内側引張の必要鉄筋量計算に対応

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応
※旧道路橋示方書（平成14 年以前）は非対応となります。 旧バージョンをご利用ください。 
- 道路橋示方書・同解説Ⅲに準じた鉄筋材質にSD390、SD490を追加 
- 鉄筋許容応力度の「桁の軸方向への配置」と「その他」へ基本値を変更

・橋梁の架設計算プログラム第１弾
・入力された打設順序に従い、養生期間を考慮したコンクリート打設日の決定を行うプログラム

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分（A1,A2,B1,B2,C）と地域別補正係数を変更 
- 設計水平震度のレベル 2 地震時タイプ I を変更 
-レベル2地震時設計のタイプ I とタイプ II 同時照査に対応 
- 竪壁保耐の設計を新道路橋示方書Vに対応 
- 鉄筋の基準値、SD390，SD490 鉄筋を追加　　- 新道示対応製品との連動に対応

・その他各種機能拡張 
- 鉄筋引張、降伏応力度の指定拡張 
- 竪壁保耐の設計の横拘束鉄筋入力、塑性ヒンジ有効長、鉄筋本数入力対応 
- 杭において、鋼管ソイルセメント杭，SC 杭，SC+PHC 杭，回転杭を追加 
- 置換え基礎において、前面が斜めの形状に対応

・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
- 設計対象に増設が選択可能　　-コンクリート材質σck、21，24，27，30以外の材質対応 
- 使用鉄筋 SD345，SD390，SD490以外の鉄筋対応 
- 杭種 PC 杭，RC 杭の選択対応　　-杭頭接合方法A法の選択対応

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加、鉄筋材質追加に対応
・SC 杭，SC+PHC 杭，鋼管ソイルセメント杭の杭種を追加

・2008年 3月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応。

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分（A1,A2,B1,B2,C）と地域別補正係数を変更 
- 設計水平震度のレベル2地震時タイプ I を変更 
-レベル2地震時設計のタイプ I とタイプ II 同時照査に対応 
- 鉄筋の基準値、SD390，SD490 鉄筋を追加　　- 新道示対応製品との連動に対応

・その他各種機能拡張 
- 鉄筋引張、降伏応力度の指定拡張 
- 杭において、鋼管ソイルセメント杭，SC 杭，SC+PHC 杭，回転杭を追加 
- 置換え基礎において、前面が斜めの形状に対応

・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
- 設計対象に増設が選択可能　　-コンクリート材質σck、21，24，27，30以外の材質対応 
- 使用鉄筋 SD345，SD390，SD490以外の鉄筋対応　　 
- 杭種 PC 杭，RC 杭の選択対応　　-杭頭接合方法A法の選択対応

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加、鉄筋材質追加に対応
・SC 杭，SC+PHC 杭，鋼管ソイルセメント杭の杭種を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3 月）に対応 
- 地域区分（A1,A2,B1,B2,C）と地域別補正係数を変更 
-レベル2 地震時設計のタイプ I とタイプ II 同時照査に対応 
- 鉄筋の基準値、SD390，SD490 鉄筋を追加　　- 新道示対応製品との連動に対応

・その他各種機能拡張 
- 鉄筋引張、降伏応力度の指定拡張 
- 杭において、鋼管ソイルセメント杭，SC 杭，SC+PHC 杭，回転杭を追加 
- 置換え基礎において、前面が斜めの形状に対応　　-飽和土を用いた土圧算出に対応

・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
- 設計対象に増設が選択可能　　-コンクリート材質σ ck、21，24，27，30 以外の材質対応 
- 使用鉄筋 SD345，SD390，SD490 以外の鉄筋対応 
- 杭種 PC 杭，RC 杭の選択対応　　-杭頭接合方法A 法の選択対応

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加、鉄筋材質追加に対応
・SC 杭，SC+PHC 杭，鋼管ソイルセメント杭の杭種を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応
・柱の設計（レベル2照査）機能拡張 
- 計算速度と精度の設定に対応　　-せん断破壊型かつ弾性応答となる場合の終局位置の判定方法を拡張
-曲げ破壊型の場合も許容塑性率μaを1,0とした設計に対応
・「UC-win/FRAME(3D)」データエクスポートにおいて、順テーパー（下広がり）モデルに対応
・フーチング補強時の最小鉄筋量において、柱前面位置の補強主鉄筋の常時考慮に対応
・図面作成において、柱断面が円形の場合の中間帯鉄筋形状を拡張（半円フックの継ぎ手あり形状に対応）

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加、鉄筋材質追加に対応
・柱の設計（レベル2照査）機能拡張 
- 計算速度と精度の設定に対応　　-せん断破壊型かつ弾性応答となる場合の終局位置の判定方法を拡張
-曲げ破壊型の場合も許容塑性率μaを1,0とした設計に対応
・「UC-win/FRAME(3D)」データエクスポートにおいて、順テーパー（下広がり）モデルに対応
・フーチング補強時の最小鉄筋量において、柱前面位置の補強主鉄筋の常時考慮に対応
・図面作成において、柱断面が円形の場合の中間帯鉄筋形状を拡張（半円フックの継ぎ手あり形状に対応）
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・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応（ラーメン橋脚、単柱橋脚、橋台の設計計算）
・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
- 適用外の材質の選択、材質の追加 
- 既設検討（損傷断面の判定、補強の必要性、補強を前提とした照査） 
- 補強設計（矩形柱、円柱に適用）：曲げ耐力制御式鋼板巻立て工法、鉄筋コンクリート巻立て工法、 
　　　　　　　　　　　　　　　　 鋼板巻立て工法、鉄筋コンクリート増厚工法（矩形柱のみ適用） 
- RC 杭　　 
- 杭頭接合計算の方法A、定着長の計算方法（Lof=35・φ、Lof=a・φ）

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加、鉄筋材質追加に対応
・主鉄筋、帯鉄筋材質の各指定に対応
・ハンチ筋の入力方法に、「ハンチ両端」（断面の左右両端に配置）を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋材質の削除（SR235,SD295）、追加（SD390,SD490） 
- 鉄筋の基準値、引張応力度を軸方向鉄筋とそれ以外（せん断補強鉄筋）に分離 
- 降伏応力度もせん断補強鉄筋，横拘束鉄筋とそれ以外に分離
  　（旧基準道示（平成14 年以前）に対応は平成 24 年道示対応版オプションが必要）

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分（A1,A2,B1,B2,C）と地域別補正係数を変更 
- 設計水平震度のレベル2地震時タイプ I を変更 
- 鉄筋の基準値、SD390 鉄筋を追加　　- 新道示対応製品との連動に対応

・その他機能追加：上部構造のブロック形状入力に対応
・平成 24 年道示対応版オプションをリリース 
-下部構造形状入力 -杭基礎にてPC 杭、RC 杭に対応 
- 橋脚形状入力にて主鉄筋　SD295に対応、帯鉄筋　σsy直接指定に対応

・平成14 年版道路橋示方書・同解説に準拠した震度算出（支承設計） Ver.7 のカスタマイズ版
・追加機能：ブロック形状入力に対応。鉄筋種別 [SD390]を追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分 (A1,A2,B1,B2,C)と地域別補正係数を変更 
- 設計水平震度、レベル2地震時タイプ I に変更 
- 液状化の判定を、レベル1地震時、レベル2地震時タイプ I 、レベル2地震時タイプ II で実行 
-レベル2地震時の土質低減係数 DEを地震動タイプ別に設定 
- 流動化時には、液状化無視時、液状化考慮時、流動化時の最大 3ケースの照査に対応 
- 橋台基礎の場合、レベル2地震時設計、タイプ I とタイプ II の同時照査に対応 
- 鉄筋材質にSD390，SD490 を追加、表 -4.3.1の 5) の引張応力度追加 
- 押込み支持力の周面摩擦力を控除する範囲に対応　　-回転杭の支持力算定式を変更

・フーチング下面鉄筋を考慮した水平方向押抜きせん断照査に対応
・地層傾斜時の底版上の上載荷重を内部計算　　・設計調書の出力を改善
・荷重ケース数を30ケースに拡大
【基礎の設計計算に対応】・連壁の常時、レベル1地震時の基礎ばねの計算に対応
・鋼管矢板の常時、レベル1地震時の基礎ばね計算に対応
・ケーソンの常時、レベル1 地震時の基礎ばね計算に対応

・ケーソン、地中連続壁、鋼管矢板基礎で、常時、レベル1地震時の基礎ばね計算に対応
・直接基礎：荷重ケース数を30ケースに拡張
・杭基礎：フーチング下面鉄筋を考慮した押抜きせん断照査に対応
・流動化の判定を行うか否かのスイッチを追加
・設計調書：設計調書の出力を改善
・20m以深の液状化判定及び測定点ごとのN値から平均N値を算出する機能を追加
・地層傾斜時の底版上の上載荷重を内部計算に対応　
・オープンケーソン水替え時ケースの計算に対応

・直接基礎：荷重ケース数を30ケースに拡張
・杭基礎：フーチング下面鉄筋を考慮した押抜きせん断照査に対応
・流動化の判定を行うか否かのスイッチを追加
・設計調書：設計調書の出力を改善
・20m以深の液状化判定及び測定点ごとのN値から平均N値を算出する機能を追加
・地層傾斜時の底版上の上載荷重を内部計算に対応　・オープンケーソン水替え時ケースの計算に対応

・設備：塔類（ 塔及び縦置円筒形貯槽）、球形貯槽、横置円筒形貯槽、平底円筒形貯槽
・基礎：杭基礎（鋼管杭、PHC 杭）及び直接基礎　　・高圧ガス設備等耐震設計設備に準拠した設計
・図化機能：直接基礎、杭基礎、各種躯体、鉄筋対応

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋材質にSD390,SD490を追加、表 -4.3.1の 5) の引張応力度追加 
- 地域区分 (A1,A2,B1,B2,C)と地域別補正係数を変更 
- 液状化の判定を、レベル1 地震時、レベル2 地震時タイプ I 、レベル2 地震時タイプ II で実行 
-レベル2 地震時の土質低減係数 DE を地震動タイプ別に設定 
- 流動化時には、液状化無視時、液状化考慮時、流動化時の最大 3 ケースの照査に対応 
- 押込み支持力算定時の周面摩擦力を1・D分控除

・平成 24 年道示対応版オプションで有効となる機能 
- 適用外の材質の選択　　- 接合方式の選択（プレートブラケット方式、差し筋方式） 
- 杭頭接合方式（方法Ａ）

・主な改訂内容：隔壁タイプの拡充

・平成14 年版道路橋示方書・同解説に準拠した３次元鋼管矢板基礎の設計計算 Ver.2 のカスタマイ
ズ版
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・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3 月）に対応 
- 鉄筋材質にSD390，SD490 を追加、表 -4.3.1の 5) の引張応力度追加 
-常時、暴風時及びレベル１地震時照査の弾塑性解析での設計に対応 
-常時、暴風時及びレベル１地震時照査の基礎底面水平方向せん断地盤抵抗を線形に変更 
- 塑性化抵抗力を格点間等分布荷重に変更　　-周面地盤反力度と底面地盤反力度の上限値を変更 
-レベル２地震時塑性化後の常時、暴風時及びレベル１地震時の再照査に対応

・機能拡張 
- 逆勾配地層線に対応（表層を除く）　　- 隣接杭の影響拡張 
- 直線地層線の入力を10 層に拡大　　 - 基礎ばね算定位置の指定機能

・鉄筋材質にSD390,SD490を追加　　・隣接杭の影響拡張　　
・交差地層線の座標調整機能　　・直線地層の入力上限値を10層に拡張
・基礎ばね算定位置の指定機能

・Engineer's Studio®による土留め弾塑性解析 ( 解析法 II ES) に対応
- 回転反力出力、荷重分割法のプレロード荷重に対応
・ジェットグラウト工法技術資料 (JJGA日本ジェットグラウト協会 ) のせん断力、曲げ照査に対応
・鋼製支保工の座屈照査に平成 24 年の道路橋示方書 II 鋼橋編の方法を追加
・慣用法の断面計算用土圧の計算に国土交通省九州整備局の考え方を追加 

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

・支保工配置の中間部に切梁設置する型式へ対応　　
・偏土圧算定用背面土砂の単位体積重量入力に対応
・土圧を考慮しない層の設定に対応　　 ・静止土圧係数を地層毎の入力に対応
・小判形で支保工がない形状に対応　　・基準値のＨ形鋼にリース材（孔あり）を追加

・ジオテキスタイル工法による補強土壁 
適用基準：ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施行マニュアル 改訂版（（財）土木研究センター）

【無償改訂】・道路土工 擁壁工指針（平成 24 年度版）に対応 
- 擁壁工指針選択時の滑動照査、せん断応力度照査の初期値を道示の方法に変更 
- せん断補強鉄筋比の照査に対応　　- 斜引張鉄筋の負担するせん断耐力の低減に対応 
- 無筋時許容せん断応力度の割り増し有無指定に対応　　- 擁壁工指針の壁面地盤反力簡便法に対応 
-もたれ式擁壁の転倒照査方法を拡張　　-ブロック積み擁壁の地盤反力度簡易式に対応 
- 仮想のり面傾斜角の算出基準の選択に対応 
- 切土土圧式変更に対応　　- 受働土圧の壁面摩擦角の初期設定値，内部計算値の変更 
- 鋼材の許容応力度基準値を変更　　-地震規模の表記を変更　　-最大鉄筋量の照査に対応 
- 地盤反力度と許容支持力度の比較方法変更　　- 後方偏心時に有効載荷幅＝底版幅とする計算に対応

・杭種追加 
- 鋼管ソイルセメント杭、SC 杭、SC+PHC 杭、回転杭に対応（Advanced 版のみ選択可）

・任意活荷重において等分布荷重の入力を追加
・表層地盤の固有周期 Tsの算出においてTGに乗じる係数の直接入力に対応
・設計要領（NEXCO）の土圧軽減ボックスカルバートについて、1～3連ボックスカルバートの断面方向
の検討に対応

・地震時検討 (NEXCO) の場合、底面より上の多層地盤に対応
・常時、レベル1地震時の曲げ応力度照査において、端部とハンチ端の同時照査に対応
・内空活荷重を載荷しないケース検討に対応　　・詳細計算書において、任意死荷重の荷重図出力に対応
・レベル2地震時照査オプション機能：地盤変位を強制変位としてモデル化できるよう対応

・３連ボックス　　・人孔と矩形きょの接合部の検討　　
・矩形きょと矩形きょの継手部の検討　　
・平成 24 年道路橋示方書対応版（杭基礎）

・開口部の平板解析をFEM解析で計算するオプション（任意位置の開口部（円形、矩形）、任意荷重に対応）

・「流域貯留施設等技術指針 (案 )平成19年 3月」に対応 
- 洪水調節容量計算、湛水時間計算、越流巾の計算等に対応

・流出係数、面積の加重平均での平均流出係数の計算に対応
・貯留施設において複数のオリフィス（最大１０個）に対応 
-オリフィスを設置しないモデル（ポンプ放流、せき放流）にも対応

・「もぐりオリフィス（矩形、円形）」のモデルに対応
・洪水吐きにおいて減勢工の計算に対応　　
・出力書式の愛知県、兵庫県への対応と全般の改善

・河川形状、断面からの落差工形状自動決定機能
・本体、水叩き部の自動配筋機能

・ため池の設計洪水流量計算，堤体の安定計算 
適用基準：土地改良事業設計指針「ため池整備」（（社）農業土木学会）
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・揚排水機場本体の震度法・地震時保有水平耐力法および応答変位法に対応。これにより、レベル２照
査が可能

・終局曲げモーメント時の曲率、および、せん断耐力による部材照査を行う。
・部材非線形骨組解析は、弊社製品「Engineer's Studio®」の解析部を搭載して行う。

・砂防堰堤の設計計算プログラム
・参考文献は国総研資料第 364号、国総研資料第 365号など

・橋梁、柱状構造物、ボックスカルバート等の抵抗を考慮した流況解析機能
・2D土地利用における浸透損失等

・Automesh 対応
・弾性解析における局所安全率対
・解析条件の計算書作成機能

・Automesh対応
・Pre、Post 機能の改善、新機能の追加

・港湾シリーズ第４弾
・港湾・漁港基準に準じた直杭式横桟橋の杭部分の設計計算プログラム

・各種基準対応 
-営繕工事電子納品要領（平成24年版） 
- 建築設計業務等電子納品要領（平成24年版）

・管理項目入力中のリアルタイムエラーチェック機能を追加
・電子納品支援ツール for SaaS のデータインポートウィザードを追加

・対応基準の追加 
- 国土交通省 デジタル写真管理情報基準 平成22年 09月 
- 農林水産省 電子化写真データの電子納品要領 (案 ) 平成 23年 03月 
- 農林水産省 測量成果電子納品要領 (案 ) 平成 24年 03月 
- 農林水産省 地質・土質調査成果電子納品要領 (案 ) 平成 24年 03月

・管理項目入力中のリアルタイムエラーチェック機能を追加
・電子納品支援ツール for SaaSのデータインポートウィザードを追加

・対応基準の追加 
- 国土交通省 土木設計業務等の電子納品等要領 電気通信設備編 平成22年 09月 
- 国土交通省 工事完成図書の電子納品等要領 電気通信設備編 平成22年 09月 
- 国土交通省 CAD製図基準 電気通信設備編 平成22年 09月 
- 国土交通省 デジタル写真管理情報基準 平成22年 09月 
- 農林水産省 電子化写真データの電子納品要領 (案 ) 平成 23年 03月

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・複数直線引出線にリンクする直線追加に対応
・角度寸法線の表記を「度（°）」、「度分秒（° ' "）」の選択に対応 

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応

・組み合せ走行（ライン走行と切り返し走行を組み合わせた走行）を追加
・新規車両として連節バスを追加
・速度に対応する旋回半径（または旋回半径に対応する速度）をセットできる機能を追加
・ライン走行で作成したルートを軌跡を確認しながら調節する機能を追加
・3Dシミュレーション用ファイル（OpenMicroSim、UC-win/Road 形式）に車両の停止時間設定機
能を追加

・OpenMicroSimファイル出力で、ユーザ3Dモデルの指定に対応　　・図面への車軸の作図に対応
・複数の軌跡の同時確認およびアニメーション機能を追加　　・軌跡確認に拡大・縮小機能を追加

・基礎スラブの設計機能を追加　　
・他ファイルより、登録データの追加読み込み機能を追加
・登録既製杭データの選択に対応。（ PHC 杭、SC 杭、PHC+SC 杭、PRC 杭）
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・交通流／車線ネットワークの表現に対応　　・ブロッキング効果、最適化効果の同ネットワークモデリングに対応
・複雑なシグナルライトのモデルに対応　　・信号コントローラ／フェーズに対応　　
・交通流を個別にコントロール可能　　・リンク（接続性）のない交通流にも対応　　
・常時赤、或いは常時青の信号もモデリングに対応　　・フェーズ、段階ごとの最低／最高交通量を算定
・その他の最適化方法（山登り法、シミュレーテッドアニーリング）に対応
・GUI の改善、PDF、Word への出力対応

� スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ、高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】
・Engineer's Studio�スパコンクラウドオプション　スパコンオプション解析支援サービス
・UC-win/Road・CG ムービーサービス　　・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
・騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス／騒音測定サービス（オプション） 
【提供予定サービス】　
・3ds Max・CGレンダリングサービス　　・海洋津波解析サービス
・3DVR クラウド“VR-Cloud�サービス”　　・地盤エネルギーシミュレーション「GeoEnergy」
・3DVRクラウドサービス“VR-Cloud®サービス”　・ウルトラマイクロデータセンター™

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7 ／橋台の設計Ver.8／擁壁の設計Ver.10／ プラント基礎の設計
　　　　　　　　BOXカルバートの設計Ver9／マンホールの設計Ver.2
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　・ODF（OpenDocument Format）への対応

PCに常駐するクライアントプログラムにより、事前に登録したファイルをスケジュール登録すること
で、定期的にWEBサーバにアップロードを行い、重要なファイルの自動バックアップを行うサービス。

� VR-Cloud®に最適な高速度グラフィックサーバー「ウルトラマイクロデータセンター™」 は、高性能・
高コストパフォーマンスを目指すサーバーソリューションです。

�	�����������	��	�� ��������	���	�����						�������������������������������������������������						������������ �����������������������������開発中製品情報
・クラスターシステムのソフトウェアエッジブレンディング
・車両運動モデルの拡張による運転シミュレーション改善 
・最新レンダリング技術対応による表現力向上 
・気象表現の改善 　　
・歩行者の群集移動の高度化 
・交通シミュレーションの高度化 
・UC-win/Road 64bit 対応 
・動的ローディングによる大規模シーン対応 

・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小ものづくり
高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボットの開
発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及びWebベースの
遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

� ・多点入力その１－節点への時刻歴荷重入力
・多点入力その２－加速度を多点入力/ 強制変位の時刻歴入力

� ・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－θモデル
・限界状態設計 
- 平成８年制定コンクリート標準示方書［設計編］　　 
- 2002 年制定コンクリート標準示方書［構造性能照査］ 
- 2007年制定コンクリート標準示方書［設計編］　　
-鉄道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構造物（平成11年10月）
- 鉄道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構造物（平成16 年 4月）

® ・平成 24 年道示対応

橋梁ごとの点検結果の情報管理、および、点検結果に基づく補修工事の内容・工費・対応時期について検討し、優
先順位の検討を行う。

・道路土工擁壁工指針（平成 24 年版）対応　　
・「擁壁の設計 Ver.12」，「橋台の設計 Ver.11」との連動

・道路土工擁壁工指針（平成 24 年版）対応　　
・杭基礎：道路橋示方書（平成 24 年 3月版）対応
・安定照査毎の浮力指定に対応

・道路土工 軟弱地盤対策工指針」改定版対応

・矢板式護岸の設計計算 (河川基準 )
・自立矢板式防波堤の設計計算

・Automesh 対応　　
・引き戻し解析

３D配筋ＣＡＤの全ての機能を継承したSaaS版。　
・モデリング機能（躯体生成機能、躯体配置機能）　　・鉄筋生成機能　　
・干渉チェック機能（UC-1、3D 配筋ビューアのインポートチェック対応）
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「VRプレゼンテーションと
　　　　　新しい街づくり」　　　
「VRプレゼンテ シ ンと

「Androidプログラミング入門」
　 Linux環境におけるスマートフォンアプリ開発の基礎と3DVRアプリプログラミング

エンジニアのためのITリテラシーとして、無料オフィスソフ
トウェアLibreOfficeの活用方法と関連情報知識を速習
できる入門書です。特別付録DVDには
本書の電子書籍版、LibreOffice、
100点以上のテンプレートや便利な
フリーソフトなどが含まれています。

2012年9月発売 本体1，500円 ＋税定価

2011年11月発売 本体3，480円 ＋税定価

2009年11月発売

本体2，800円 ＋税定価 本体3，800円 ＋税定価

2008年11月発売

2010年11月発売 本体2，800円 ＋税定価

プログラミング経験の少ない土木建築エンジニア
向けの、Delphiによるプログラミング入門書。付
属DVD-ROMに収録のサンプルプログラムや豊
富な実例により、SDK（開発キット）を活用したプ
ログラミングの方法をわかりやすく丁寧に解説！

プログラミングの経験のある土木建築エンジニア
が、グラフィックス・プログラミング、並列プログラ
ミングを学ぶ入門書。UC-win/RoadのSDK（開
発キット）を活用したVRのOpenGLプログラミン
グから、先端の並列グラフィック言語CUDAの応
用まで、わかりやすく解説！

本体3，790円 ＋税定価本体 　88元 ＋税定価

「先端グラフィックス言語入門
　～ Open GL Ver.4 & CUDA ～」

「エンジニアのためのLibreOffice入門」

「数値シミュレーションで
　　　　考える構造解析」

「道路景観規劃設計軟件
  UC-win/Road実用教程」

「できる！使える！
　バーチャルリアリティ」

「土木建築エンジニアの
　　　　　プログラミング入門」

BOOK

出版･販売書籍
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